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今
春
の
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
定
例
議
会
が
５
月
29
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
33
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
な
お
全
議
員
50
人
の
う
ち
、
新
人
は
７
人
、
女
性
は
17
人
に
。
女
性
率
は

34
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
国
の
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
た
物
価
高
対
策
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は

給
付
の
迅
速
化
と
対
象
拡
大
、
学
校
給
食
無
償
化
や
ゼ
ネ
コ
ン
言
い
な
り
の
海
老
川
上
流
地
区
開

発
の
是
正
、
痴
漢
対
策
な
ど
、
市
民
の
切
実
な
要
求
実
現
を
求
め
、
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
国
に
対
し
、
大
軍
拡
中
止
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
強
制
・
紙
の
保
険
証
廃
止
の

撤
回
、
学
費
無
償
化
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
、
同
性
婚
実
現
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
７
案
を
提

出
し
、
賛
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

SLの運転席に大人も子どもも大喜び船橋再発見

　郷土資料館（薬円台４丁目）の敷地内に蒸気機関車Ｄ51 

が置かれており、毎週土・日曜日・祝日の午前10時～午後

４時までは運転席が一般公開されています（年末年始、雨

天時を除く）。1938年に製造されたそうですが、今でも黒

光りする車体は迫力があります。団体見学の場合は郷土資

料館（047-465-9680）までお問合せください。

午後１時
～４時

8月29日（水）
9月20日（水）

第２回
定例議会

教
員
不
足
が
深
刻
に

学
校
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
・
待
遇
改
善
を

い
い
か
げ
ん
な
土
砂
の
搬
入

海
老
川
上
流
地
区
開
発

2
0
2
2
年
度
の
決
算
剰
余
金
は
6
4
億
７
千
万
円
に
も

　

船
橋
市
で
は
５
月
１
日
現

在
、
教
員
が
小
学
校
８
校
８
人
、

中
学
校
６
校
６
人
も
未
配
置
で

し
た
。
さ
ら
に
８
月
末
ま
で
に

24
人
（
う
ち
担
任
11
人
）
が
産

休
に
入
る
予
定
で
、
多
数
の
未

配
置
が
発
生
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

未
配
置
は
多
忙
化
に
拍
車
を

か
け
、
教
員
の
長
時
間
労
働
の

悪
化
を
招
き
ま
す
。
精
神
疾
患

に
よ
る
休
職
者
数
は
、
２
０
１

８
年
７
人
、
昨
年
21
人
、
今
年

度
は
６
月
７
日
時
点
で
16
人
と

増
加
傾
向
で
す
。
子
ど
も
も
十

　

海
老
川
上
流
地
区
の
区
画
整

理
事
業
で
は
、
浸
水
被
害
が
想

定
さ
れ
る
区
域
に
、
わ
ざ
わ
ざ

　

６
月
議
会
の
予
算
決
算
委
員

会
で
、
船
橋
市
の
昨
年
度
の
決

算
剰
余
金
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
差

額
、
決
算
剰
余
金
は
64
億
7
千

分
な
学
習
が
保
障
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

共
産
党
は
本
会
議
で
、
事
務

ス
タ
ッ
フ
や
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
増
員
、
近
隣
市
よ
り
低

い
支
援
員
の
待
遇
改
善
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。
船
橋
市
教
育
委

員
会
は
消
極
的
な
回
答
に
終
始

し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
へ
の
影

響
の
認
識
を
質
す
と
、
「
十
分

な
教
育
が
で
き
て
い
な
い
よ
う

な
状
況
を
生
ん
で
い
る
」
と
認

め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
を

守
る
教
育
行
政
が
必
要
で
す
。

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
を
移

転
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
予
定
地
の
盛

り
土
で
は
、
当
初
８
万
４
０
０

０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
を
搬

入
す
る
予
定
で
し
た
。
そ
の
後
、

医
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
際

に
残
土
が
発
生
す
る
の
で
、
そ

れ
を
利
用
し
て
盛
り
土
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

昨
年
９
月
26
日
に
事
業
主
で
あ

る
区
画
整
理
組
合
と
市
が
協
議

し
、
土
砂
の
搬
入
量
は
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
11
月
７
日

に
組
合
か
ら
船
橋
市
に
提
出

さ
れ
た
「
事
業
着
手
届
」
に

は
、
変
更
前
の
数
字
で
あ
る

８
万
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
土
砂
を
搬
入
す
る
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
土
砂
の
量
が

万
円
で
、
そ
の
う
ち
当
初
予
算

に
組
み
込
ま
れ
た
３
億
円
を
除

く
61
億
7
千
万
円
を
財
源
調
整

基
金
（
※
）
に
積
み
立
て
ま
す
。

積
み
立
て
後
の
財
源
調
整
基
金

の
残
高
は
３
０
６
億
１
千
万
円

と
な
り
、
史
上
最
高
額
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
補
正
予
算
は
物
価
高
騰
対
策

で
し
た
が
、
政
府
が
自
治
体
に

配
分
し
た
臨
時
交
付
金
の
枠
内

の
対
策
に
と
ど
ま
り
、
低
所
得

世
帯
（
非
課
税
世
帯
と
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
）
に
１

世
帯
３
万
円
の
給
付
金
、
子
育

て
世
帯
へ
子
ど
も
１
人
1
万
円

の
給
付
金
、
中
小
事
業
者
へ
の

※
財
源
（
財
政
）
調
整
基
金
と
は
…

　

年
度
予
算
の
使
い
残
し
＝
剰
余
金
を
積
み
立
て
た
も
の
。

　

家
庭
で
言
う
貯
金
の
こ
と
。

電
気
・
ガ
ス
代
高
騰
対
策
助
成

金
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
は
極
め

て
貧
弱
で
す
。

　

財
源
調
整
基
金
を
活
用
し
、

物
価
高
対
策
と
し
て
市
川
市
の

よ
う
に
給
食
費
無
償
化
や
２
才

以
下
の
第
二
子
保
育
料
無
償
化

と
い
っ
た
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、

船
橋
市
は
や
ろ
う
と
は
し
ま
せ

ん
。

　

市
は
「
基
金
は
景
気
や
災
害

な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
る
も

の
」
と
い
う
の
で
す
が
、
海
老

川
上
流
地
区
開
発
の
た
め
に
、

病
院
の
移
転
建
て
替
え
費
用
な

ど
１
０
０
０
億
円
超
も
つ
ぎ
込

も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
市
民
の
た
め
に
は
使

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

ゼ
ネ
コ
ン
言
い
な
り
の
開
発
に
巨
額
の
浪
費

間
違
っ
て
い
る
上
、
申
請
書
の

名
称
（
特
定
事
業
着
手
届
）
も
、

記
載
さ
れ
て
い
る
引
用
条
文
の

部
分
も
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
記
入
が
求
め
ら
れ
て
い

る
事
業
者
の
許
可
番
号
も
な

く
、
公
文
書
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま

り
に
お
粗
末
な
書
類
で
し
た
。

　

土
砂
の
搬
入
量
は
、
工
事
費

用
に
影
響
し
ま
す
。
ず
さ
ん
な

申
請
状
況
で
は
、
安
全
性
だ
け

で
な
く
費
用
面
か
ら
も
市
民
の

不
安
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
市
に
は
土
砂
の
搬
入
に

つ
い
て
、
き
ち
ん
と
把
握
・
管

理
を
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
ま

っ
た
く
な
く
、
組
合
に
丸
投
げ

で
す
。
巨
額
の
公
費
の
投
入
を

決
め
な
が
ら
無
責
任
で
す
。
た

だ
ち
に
是
正
す
べ
き
で
す
。

「
財
源
調
整
基
金
」

３
０
６
億
円
強
は
史
上
最
高
額

巨
額
の
積
立
金
は
市
民
の
た
め
に
使
え



あ の 街 こ の 町 　２０２３年 ８・９月 　No. ２３９ （ ２ ）

 ６月の船橋市議会　日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度 共
産
＝
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、
公
明

＝
公
明
党
（
10
人
）
、
結
＝
結
（
7
人
）
、
清
風
＝
清
風
会
（
5
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
5
人
）
市
政
＝
市
政
会
（
4
人
）
、
無
所
属
（
4
人
）
は
・

三
・
か
・
佐
＝
議
員
の
頭
文
字　
　
　

 
 

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対
】

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐

意
見
書（
発
議
案
）

日本の軍事大国化を許さない意見書 否決 〇 〇：３
×：７ × × × × × 〇 〇 × ×

同性婚を認める民法改正を行うことを求める意見書 否決 〇 〇：８
×：２ × × × 〇 × 〇 〇 〇 ×

入管法改悪案の廃案を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：１
×：４ × 〇 〇 〇 ×

若者が希望を持てる社会実現のための施策を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 ×

マイナンバー法改定案の撤回を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：１
×：４ × 〇 〇 × ×

学校給食の無償化を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 ×

統一協会（世界平和統一家庭連合）の解散命令請求を直ちに行うよう求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × × 〇 × ×

主
な
陳
情

東葉高速鉄道の運賃値下げを求める陳情 不採択 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 ×

インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に送付することを求める陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 ×
国に対して「最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書」の
採択を求める陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 ×

全
て
の
市
民
が
投
票
で
き
る

                   

環
境
整
備
を

な
ぜ
や
ら
な
い
？学

校
給
食
完
全
無
償
化

第
２
湾
岸
道
路
建
設
の
動
き

貴
重
な
自
然
・
三
番
瀬
を
守
れ

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で

は
、
市
内
の
多
く
の
地
域
か
ら

「
投
票
所
が
遠
す
ぎ
る
」
と
い

う
声
が
届
き
ま
し
た
。
２
年
前

の
千
葉
県
知
事
選
挙
、
船
橋
市

長
選
挙
後
、
日
本
共
産
党
が
行

っ
た
一
般
質
問
に
対
し
、
当
時

の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

は
「
選
挙
結
果
を
分
析
し
、
今

後
の
改
善
に
向
け
研
究
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
今
年
４
月
の
統
一

地
方
選
挙
で
は
分
析
結
果
が
活

か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

改
め
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
投
票

所
ま
で
の
送
迎
を
中
心
と
す
る

移
動
支
援
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
」
「
令
和
７

年
３
月
の
千
葉
県
知
事
選
挙
に

は
何
ら
か
の
対
応
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
の
明
確
な
回

答
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
ど
の
様
な
形
の
送
迎

支
援
に
な
る
の
か
、
さ
ら
に
、

移
動
投
票
所
は
検
討
で
き
な
い

の
か
も
含
め
、
市
民
に
と
っ
て

最
適
な
支
援
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

米
軍
と
一
体
化
し
た
軍
事
訓

練
を
自
衛
隊
は
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
岸
田
内
閣
は
、
日

本
か
ら
他
国
へ
の
先
制
攻
撃
も

可
能
な
軍
事
力
の
保
有
を
決
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
攻
撃

習
志
野
基
地
の
強
靭
化
は

周
辺
住
民
を
守
っ
て
く
れ
な
い

の
結
果
、
報
復
と
し
て
日
本
へ

の
核
攻
撃
も
あ
り
得
る
と
防
衛

省
は
想
定
し
、
習
志
野
基
地
も

含
め
た
全
国
の
自
衛
隊
施
設
を

強
靭
化
す
る
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
駐
屯
地
内
の
司
令
部
だ

け
は
攻
撃
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
地
下
に
埋
め
る
な

ど
の
計
画
で
す
が
、
い
っ

さ
い
守
ら
れ
な
い
近
隣
住

民
は
攻
撃
の
巻
き
添
え
に

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

船
橋
市
は
こ
の
計
画
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
や
住
民

へ
の
説
明
を
し
っ
か
り
と

行
う
よ
う
国
に
求
め
る
と

答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
何

よ
り
も
市
民
の
命
を
守
る

た
め
に
、
武
力
で
は
な
く

話
し
合
い
に
よ
る
平
和
外

交
を
行
う
よ
う
、
市
は
国

に
求
め
る
べ
き
で
す
。

同性婚も反対 自民・公明・維新
世論無視、支離滅裂な姿が鮮明に
　日本共産党は今回、国への意見書を７案提出

しました（下表参照）。

　大軍拡や紙の保険証廃止・入管法改悪などの

ストップ、学校給食無償化など市民の切実な願

いを基にした意見書案でしたが、自民党は質疑

も討論も一切せずに反対しました。

　公明党の党幹部は同性婚の法制化に積極的

ですが、市議会では「今は民法改正までは必要

ない」と反対。若者が希望を持てるよう学費無

償化や最低賃金引き上げ、ジェンダー平等など

を求める意見書に至っては、「もっともだという

部分もあるが、賛成しかねる部分もある」と、

意味不明な理由で反対しました。

　日本維新の会は昨年の参院選で同性婚実現

を公約しましたが、同党の市議らは無言で反対。

市民の願いに背を向ける、支離滅裂で無責任な

姿をさらしています。

　

今
年
１
月
か
ら
、
船
橋
市
で

は
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費

が
無
償
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

国
的
に
は
、
完
全
無
償
化
（
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を

無
料
で
提
供
）
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

総
理
府
が
行
っ
た
『
少
子
化

対
策
の
た
め
の
国
際
世
論
調

査
（
２
０
２
０
年
）
』
で
は
、

「
子
育
て
支
援
に
何
を
望
み
ま

す
か
？
」
へ
の
回
答
で
、
最
も

　

５
月
26
日
、
千
葉
県
と
船
橋
・

千
葉
・
市
川
・
習
志
野
・
市
原
・

浦
安
の
６
市
が
「
新
湾
岸
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
設

立
し
、
同
30
日
、
国
に
対
し
て

早
期
具
体
化
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
２
０
０
１

年
に
事
実
上
凍
結
さ
れ
た
「
第

２
湾
岸
道
路
」
建
設
に
乗
り
出

す
動
き
で
す
。

　

市
長
は
期
成
同
盟
の
参
加
に

あ
た
り
、
千
葉
県
三
番
瀬
再
生

計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
よ

う
配
慮
を
求
め
た
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
建
設
が
進
め
ば
工

事
中
も
完
成
後
も
、
谷
津
干
潟

と
三
番
瀬
を
行
き
来
す
る
渡
り

鳥
た
ち
に

と
っ
て
、

巨
大
な
障

害
と
な
っ

て
し
ま
い

ま
す
。
県

の
三
番
瀬

再
生
計
画

多
か
っ
た
の
は
、
「
教
育
費
の

負
担
軽
減
」
で
し
た
。
学
校

給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、

子
育
て
世
帯
の
切
実
な
願
い

で
す
。
（
船
橋
市
の
場
合
、
子

ど
も
1
人
あ
た
り
の
給
食
費

は
年
間
４
万
６
０
０
０
円
～

６
万
８
０
０
０
円
で
す
。
）

　

し
か
し
、
市
の
認
識
は
、「
幅

広
い
視
点
に
立
っ
て
、
的
確
に

教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
教

に
は
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の

登
録
促
進
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
も
逆
行
し
ま
す
。

　

東
京
湾
の
貴
重
な
干
潟
で
あ

る
三
番
瀬
を
守
る
こ
と
は
、
そ

こ
に
生
き
る
全
て
の
生
物
を
守

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
市
民
と
一
緒
に
三
番

瀬
を
守
り
抜
き
ま
す
。

育
費
の
負

担
軽
減
」

は
、
そ
の

中
の
一
つ

に
す
ぎ
な

い
、
と
い

う
程
度
。

こ
れ
で
は

給
食
ど
こ

ろ
か
、
負
担
軽
減
そ
の
も
の
が

進
み
ま
せ
ん
。

　

「
教
育
費
の
負
担
軽
減
」
が

最
重
要
課
題
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
み
ま
す
。

防衛省HPより


